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次号予告
編集後記

今号より表紙デザインや本文用紙
をリニューアルするとともに、新

たなインタビュー連載「ケアのヒュッ
テ」と、新連載「どう読む!?　在宅医
療・看護・介護政策」が始まりました。
「ヒュッテ」とは、休憩所や避難所に
なるとともに、登山者同士の交流の
場ともなる山小屋のこと。療養や介
護の山を登っている方々に山小屋の
ような場をつくり、ケアされている人々
を紹介したいという思いをタイトルに
込めました。読者の皆さまにとっても
一休みでき、元気が回復するような
連載とできればと思います。…小林

本特集では、「チーム」をテーマに
さまざまな職種の方々にご執筆

いただきました。病院での「チーム医
療」も奥深いものがありますが、在宅
では職種だけでなく所属もばらばらな
専門職それぞれがどのようなことを考
え、工夫しているのか、とても興味
のあるところでした。田代真理氏は、
「患者を取り巻くチームで、それぞれ
の専門職が自分の役割を果たし、日
ごろの情報共有から……患者を支え
ている」と述べています。訪問看護師
は１人で訪問するけれど、思いを同じ
くする他職種や同僚の支えがいつも
あり、その環境にいる……。それは
きっと利用者やそのご家族の安心に
つながっているものと想像します。こ
んな「チーム」が利用者１人ひとりの
“わが街”にできることを願っていま
す。…早田

特集

在宅褥瘡ケア
在宅で活きる新たな技と関わり
「在宅患者訪問褥瘡管理指導料」の新設や、看護師による特定行為と
して褥瘡に対する「デブリーフィング」や「陰圧閉鎖療法」が可能となるな
ど、褥瘡ケアは制度・技術ともに発展を続けています。さらに訪問看護
師には「在宅褥瘡対策チーム」の一員として、多職種との連携において
も活躍が期待されています。
本特集では、在宅における褥瘡ケアの向上に活用できる新たな技術
や、各制度に応じた新たな関わり方、在宅褥瘡対策チームとして求めら
れることを考察し、現在進行形で更新されつつある在宅褥瘡ケアの輪
郭をつかみます。
在宅褥瘡ケアの現状と新たな取り組み◉塚田邦夫

【囲み記事】
『褥瘡予防・管理ガイドライン』第4版改訂のポイント

◉門野岳史
【在宅褥瘡ケアに活きる新たな技】
体位変換を形式化しないアセスメントと、 
スモールチェンジ法◉田中マキ子

【図解】動ける身体へと導くポジショニングと 
身体介助◉下元佳子
DESIGN-Rを使いこなす！
―「褥瘡対策に関する診療計画書」の作成から栄養アセス
メントまで◉飯坂真司

【在宅褥瘡ケアに活きる新たな関わり】
在宅で「特定行為」による創傷管理に取り組んで
―手順書による創傷管理の効果とポイント◉島田珠美
在宅で活きる皮膚・排泄ケア認定看護師の知恵
◉北川智美・西村紀子

「在宅褥瘡対策チーム」に求められること◉岡部美保

INTERVIEW ケアのヒュッテ
飯田大輔さん（恋する豚研究所）
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